
金
滞
古
蹟
志
巻
叶

可
v
然
存
候
。
あ
た
ど
や
は
た
道
之
事
、
是
又
御
見
合
候
而
可
v
然
様
に

可
v
一被
a
仰
付
一
共
外
奉
公
人
屋
敷
之
事
、
公
儀
屋
布
奉
行
衆
よ
り
相
渡

不
v
申
所
は
、
い
づ
れ
も
御
打
候
而
可
v
然
存
候
。
恐
々
謹
言
。

七

月

廿

六

日

横

山

城

守

長

知

制

成
瀬
内
減
介
殿

加
藤
宗
兵
衛
殿

掘

掃

部

殿

山
本
久
左
衛
門
殿

御
報

右
は
元
和
二
年
の
書
翰
也
。

右
鹿
長
四
年
三
月
、
金
滞
卯
辰
山
の
麓
に
八
幡
宮
を
議
脅
有
v
之
島
、

筒
三
月
三
自
に
大
納
言
利
家
卿
大
坂
に
て
菟
逝
し
給
ふ
に
依
り
て
、

落
砲
の
紳
像
を
も
愛
に
合
施
せ
ら
れ
、
殊
更
鄭
霊
に
施
ら
れ
た
り
。

盛
安
四
年
に
寺
枇
奉
行
よ
り
の
建
容
に
。

慶
長
九
年
被
a
仰
出
-
候
遇
.
八
幡
宮
ね
御
家
中
之
面
々
、
知
行
に
臨
じ

一
統
最
花
可
v
上
候
様
被
昌
仰
出
-
候
。
念
度
相
心
得
可
v
申
候
。
恐
々
謹

言。

.

岡

島

一
郎
兵
衛

誠

人

鹿
安
四
年
九
月
十
四
日

葛

傘

門
・
近
藤
三
郎
左
衛
門
‘
枇
頭
普
請
奉
行
松
原
吉
左
衛
門
・
成
悶
安
左

衛
門
、
御
大
工
清
水
四
郎
右
衛
門
出
役
。
九
月
九
日
槌
打
規
式
有
v

之
、
反
刻
よ
り
午
刻
迄
。
御
槌
打
は
清
水
四
郎
右
衛
門
、
其
外
御
大

工
不
v
残
相
勤
、
御
槌
打
腕
之
道
具
不
v
竣
内
陣
へ
被
v
納
。
御
名
代
茨

木
停
右
衛
門
、
御
横
目
小
倉
惣
助
、
警
闘
衆
ニ
拾
人
。
同
十
三
日
夜

八
幡
・
紳
明
雨
祉
遜
宮
.
丑
刻
よ
り
卯
刻
迄
。
御
名
代
吉
田
左
門
、
御

横
目
小
倉
惣
助
、
替
問
衆
武
拾
人
。
翠
十
四
日
濯
宮
式
祈
祷
之
御
札
指

上
。
且
今
度
紳
具
焼
失
之
分
、
不
v
磁
先
規
之
遁
新
出
来
被
v
命
。
と
元

線
再
建
記
に
殺
せ
た
り
。
右
再
建
の
枇
殿
、
質
勝
丸
年
四
月
十
日
の

大
火
に
躍
り
て
再
び
焼
亡
せ
り
。
是
も
共
の
後
先
規
之
如
く
枇
殿
悉

〈
諮
轡
あ
り
て
.
駿
務
の
際
ま
で
般
震
に
一
審
繕
を
加
へ
ら
れ
た
り
し

か
ど
、
陵
落
後
は
轡
絡
の
事
も
な
く
、
吐
殿
迫
々
ー
破
損
し
‘
雨
漏
等

甚
敷
に
付
、
紳
像
・
一
柳
貨
を
ぽ
仮
に
卯
辰
山
の
枇
殿
へ
運
座
し
、
蹴
に

卯
辰
八
幡
枇
地
質
却
の
識
す
ら
起
れ
り
と
ぞ
。
然
る
に
明
治
五
年
の

多
‘
前
田
直
信
以
下
奮
藩
士
数
十
名
相
謀
り
、
這
慕
の
至
情
よ
り
褒

起
し
、
金
谷
舘
の
遺
壮
を
駐
地
と
定
め
、
此
の
地
に
於
て
更
に
新
殿

を
鎗
立
し
、
彼
の
紳
像
・
紳
貨
を
愛
に
越
し
‘
沓
蒋
組
利
家
卿
の
紳
鍵

を
主
紳
と
立
て
、
奮
務
前
田
家
の
惣
廟
と
崇
め
、
永
久
奉
祭
せ
ん
事

金
滞
古
蹟
志
巻
叶
ニ

五
r、

右
の
如
〈
藩
士
-
統
へ
達
し
有
之
将
司
祭
は
勿
論
、
佳
節
翌
一

に
は
、
緒
士
登
披
よ
り
直
に
蛍
枇
へ
奔
参
致
し
、
各
最
花
銀
知
行
商

に
臨
じ
献
備
す
と
い
ひ
侮
へ
た
り
。
叉
三
月
に
閤
あ
る
年
は
、
鹿
賀

の
紳
事
を
執
行
す
る
恒
例
に

τ‘
共
の
日
は
境
内
を
城
内
三
の
丸
の

格
に
て
、
静
岡
足
艇
共
相
詰
響
衡
し
、
執
政
・
諸
大
夫
以
下
家
老
・
若

年
寄
・
路
頭
等
、
悉
〈
奔
離
に
参
向
す
。
閤
三
月
三
日
は
藩
組
利
家
卿

苑
逝
の
鮮
日
た
る
故
也
。
克
沓
務
中
は
、
一
肱
殿
の
戯
曲
線
は
勿
論
、
凡

て
紳
具
の
緒
品
、
毎
年
悉
く
新
調
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
元
総
三
年
三

月
十
七
日
堀
宗
叔
家
よ
り
出
火
し
大
火
の
際
、
八
幡
・
紳
明
の
雨
批

壁
末
枇
卯
炭
山
昆
沙
門
・
築
師
堂
・
拝
殿
・
紳
主
家
屋
悉
く
類
焼
。
同

廿
五
日
紳
殿
再
興
迄
蛍
分
仮
殿
被
v
命
度
回
日
出
願
。
廿
九
日
仮
殿
見
立

奉
行
商
品
普
方
術
門
・
御
大
工
安
閑
奥
市
郎
出
役
。
四
月
廿
三
日
俄

殿
本
枇
三
尺
二
閥
、
廻
り
赤
板
、
屋
根
板
屋
、
拝
殿
=
一
間
九
尺
廻
り
、

問
屋
根
に
而
被
v
命
。
奉
行
高
島
善
右
衛
門
・
近
藤
次
兵
衛
・
棟
梁
大

工
理
方
術
門
出
役
。
六
月
十
二
日
枇
地
不
v
残
.
検
地
有
v
之
、
奉
行
戸

間
滞
太
夫
・
駒
井
勝
太
夫
、
横
目
中
村
伊
兵
衛
出
役
。
翌
四
年
六
月
十

一
日
よ
り
・
先
規
之
逝
枇
殿
法
器
被
ν
命
、
作
事
奉
行
長
屋
平
左
衛

八

幡

左

京

阪

... 

を
歎
願
せ
し
に
、
翌
六
年
三
月
官
許
あ
り
て
、
枇
鋭
を
尾
山
紳
祉
と

都
し
、
郷
祉
に
列
せ
ら
れ
‘
同
年
五
月
よ
り
位
殿
経
替
、
十
一
月
初

竣
る
を
以
て
、
同
月
十
六
日
卯
辰
山
の
仮
殿
よ
り
紳
像
の
遜
座
式
を

執
行
し
、
後
膝
祉
に
列
せ
ら
れ
た
り
。
愛
に
於
て
卯
辰
八
幡
の
奮
枇

地
は
、
官
有
地
と
は
成
り
た
り
け
り
。

。
梯
葉
紳
明
社
祉

卯
辰
八
幡
の
別
駐
に

τ、
従
前
は
八
幡
宮
の
傍
に
駐
殿
並
び
あ
り

て
、
八
幡
宮
と
共
に
鶴
務
よ
り
浩
縄
問
あ
り
。
此
の
紳
明
は
、
菊
池
伊

豆
守
越
中
闘
射
水
郡
阿
尾
誠
に
居
住
せ
し
頃
、
城
内
に
勤
務
せ
し
枇

に
て
、
今
も
倫
阿
尾
の
古
城
跡
に
駐
跡
あ
り
て
、
小
洞
を
置
き
た
り
。

菊
池
氏
は
天
正
十
二
年
に
前
岡
家
へ
随
身
し
、
阿
尾
誠
前
悶
家
の
所

有
と
成
り
し
が
.
共
の
後
利
長
卿
此
の
紳
明
枇
を
梅
老
坂
八
幡
の
枇

地
へ
移
し
置
か
る

a
A
K
依
り

τ、
慶
長
四
年
彼
の
八
幡
と
共
に
金
津

卯
炭
へ
勤
務
し
給
へ
り
と
ぞ
。
故
に
此
の
別
駐
を
ぽ
菊
池
紳
明
と
も

呼
ぺ
り
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
奮
紳
官
厚
見
氏
に
左
の
先
番
あ
り
。

先

御

供

米

右
毎
裁
第
御
勝
料
永
代
献
上
仕
候
。
以
上
。

一、

石

五
七




